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Ⅰ．諸　　　百

狭心症とは、虚血性心疾患のひとつで、心臓の筋肉に酸素を供給している冠動脈
の動脈硬化、攣稀などにより、一過性の心筋の虚血のための胸痛、胸部圧迫感な

どを現す症状である。冠動脈が完全に閉塞する、あるいはいちじるしい狭窄が起

り、心筋が壊死するような場合には心筋梗塞という。

われわれ鍼灸師のもとを訪れる心疾患患者は、普段から自分の心臓疾患について
の認識を持っており、医師から緊急時に服用する薬（ニトログリセリンなど）を

処方されている場合がほとんどであり、重篤な患者が、緊急でやってくる場合は
まずない。

しかし、これ以上に問題なのは、狭心症を患っている患者が医師のもとを訪れて

も、「症状の出ているときに来なければ、診断ができません」と告げられること
で、おおくの狭心症患者が、このことで困惑することになる。医師としては、狭
心症の症状が確認できない以上、狭心症の診断ができないのだが、患者としては

狭心症の発作に襲われて、生命の危険を感じているのである。そのために医師の

もとを訪れても、このように告げられることで大きな葛藤に直面することになる。

ここに我々鍼灸師の出番があり、患者の日頃からの発作にたいする怯えを軽減す

ることができるのである。

※狭心症の場合、発作時は心電図に異常が現れるが、15分以内に消失する。こ
のため病院へ行くまでには元の状態に戻ってしまう。このため病院では発作

時の状態を調べるため、「負荷心電図」といって、運動をしてもらいながら心

電図をとることになる。



Ⅱ．狭心症の分類

狭心症には、以下の4つの種類がある。

①労作性狭心症

「階段をあがると胸が締め付けられるように痛くなる」「重いものを持上げ

る、坂道を歩くなどすると胸が苦しく痛む」という現れ方をする。
痛みは圧迫感、絞拒感、灼熱感などと表現され、痛む部位は前胸部、みぞお
ち、肩、頸など。歯や喉が痛むこともある。

痛みの続く時間は短く、多くは数分まで。

＜発生機序＞

労作時には、多くの血液を心臓から送り出す必要があり、心筋の働きも増加
するが、このときに冠動脈に狭窄があると心筋への充分な血液の供給ができ
なくなる（心筋虚血状態）。こうして起こるのが労作性狭心症である。

＜対処法＞

まず安静をこころがける。座って、シャツのボタンをゆるめ、呼吸を楽にす

る。ニトロ製剤（舌下錠）を処方されている場合には、口に含む。ニトロ製

剤には冠動脈を広げて心臓の負荷を減らし、心筋虚血を改善する作用がある。
その一方でニトロ製剤は血圧も下げるので、倒れても差し支えないように、

座った状態で口に含む。そうすれば短時間のうちに楽になる。

②安静時狭心症、冠攣縮性狭心症

「就眠中、ことに明け方、胸が苦しく押さえつけられたようになる」とい

う現れ方をする。これ以外には、痛みの性質や部位などは労作性狭心症の

場合と同じ。

＜発生機序＞

多くの場合、冠動脈が一過性に痘撃を起こして収縮し、血流を一時的に途

絶えさせるために起こる狭心症であり、攣縮性狭心症ともいわれる。冠動
脈の攣緒もまた、動脈硬化の進行過程にみられる現象といわれている。

＜対処法＞
この場合も、冠動脈の攣楯をほどいて広げるニトロ製剤がよく効く。ほか

にカルシウム括抗薬も有効。



③不安定狭心症

「狭心症発作が次第に頻回に起こるようになり、労作時ばかりでなく、安

静にしていても起こる」というように、初発から進行したものを不安定狭
心症という。急性冠症候群ともいう。

＜注意点＞
心筋梗塞の前触れであり、発作がくり返し起こっている間に、大きな発作
にいたらない前に心筋梗塞（心筋壊死）が起こることもある。
ニトロ製剤で収まるならば使用するが、救急車が必要。

発作が繰り返し起るようになったら、注意を要するということになる。

④微小血管狭心症

「（医師の観察下で）狭心症発作は起こっているのに、冠動脈狭窄がない。誘

発試験をしても冠動脈攣縮は起きない」という場合に疑ってみるのが微小血

管狭心症である0冠動脈には異常がないが、心筋の微細血管が狭窄して支障
を来しているのではないか、と考えられる。Ⅹ線血管造影検査では写ってこ

ないような細い血管の病変を想定するので、診断は多くの場合、推定にとど
まる。自覚症状から判断することはできず、また重症となることはないとい
われている。
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